
通勤環境改善 
への取組み 

日東電工株式会社 豊橋事業所 
 



※１：2015年3月31日現在  ※２：2016年3月期実績 

会社概要 
社   名    ：  日東電工株式会社 

設   立    ：  １９１８（大正７）年１０月２５日 

           ２０１８年１０月 創立１００周年 

本   社    ：  大阪市北区大深町４番２０号 

           グランフロント大阪 タワーＡ  ３３階 

資 本 金    ：  ２６７億８３百万円 

従業員数    ：  連結 ３１，９９７名 

           単体  ５，９８１名 

業績（連結）  ：    売上高   ７，９３１億円 

            営業利益  １，０２４億円 

            当期利益    ８２０億円 

※１ 

※１ 

※２ 



オプトロニクス           

主要製品 

薄膜金属 
回路基板 

両面接着ﾃｰﾌﾟ 

経皮吸収型 
ﾃｰﾌﾟ製剤 

海水淡水化
逆浸透膜 

鋼板補強材 

液晶位相差ﾌｨﾙﾑ 

表面保護材 

透明導電性 
ﾌｨﾙﾑ 

核酸医薬合成用 
ﾎﾟﾘﾏｰﾋﾞｰｽﾞ 

インダストリアルテープ → 豊橋事業所で製造   

メディカル&メンブレン    

約70の業界に約13,500の製品を提供 

  熱はく離ｼｰﾄ 

排水再利用
逆浸透膜 

ｻｰｼﾞｶﾙﾃｰﾌﾟ 

自動車用塗膜 
保護ﾌｨﾙﾑ 

液晶偏光ﾌｨﾙﾑ 半導体製造 
工程用保護ｼｰﾄ 



事業所の概要 

豊橋駅東海道新幹線浜松駅 

所  在  地 愛知県豊橋市 

操業開始 1962年 （昭和37年） 

生  産  高 75億円/月（2015年度) 

従 業 員 
単体従業員1,715人（2016年4月1日現在） 

構内従事者計2,800人（ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社他含） 

製    品 5,067品種 （50,173 ｱｲﾃﾑ） 

敷地面積 約330,000㎡ （約100,000坪） 

豊橋事業所は粘着技術応用製品を生産するテープ事業主力工場です 



通退勤における課題 

★交通事故 

★環境への負荷 

★周辺道路の渋滞 

・報告事故件数の約７割が通勤途上 

・地域住民の方の安全確保 

・従業員平均７５６ｋｇ／年・台（ＣＯ２排出量） 

・有資源の枯渇問題 

・従業員の約８割が車通勤 

・幹線道路の渋滞 

・渋滞回避の為抜け道利用 



課題解決 

車を利用する機会を 
少なくしよう！！ 

エコ通勤推進 

事
故
リ
ス
ク 

環境への負荷 

バス 

車 

自転車 

電車 
徒歩 

バイク ●事故リスクの低減 

●環境負荷の低減 

●県境周辺渋滞緩和 

●健康増進 小 

大 

小 大 



③ 公共交通機関利用の推奨 

  ・送迎バスの運行 

対策項目 

課題解決に向けての取組み 

① 従業員通勤バスの運用 

  ・居住地区を参考に4ルートで試験運用 

② 自転車通勤の推奨 

  ・駐輪場の整備 



対策①-Ⅰ 従業員通勤バスの運用 

・H２３年４月より本格運用 
・現在約３００名が利用 



対策①-Ⅱ 共同通勤バスの社会実験 

・県境地域通勤環境改善協議会に加盟する８社 
・Ｈ２５ ９月２４日～１０月４日 

・県境企業で協力して通勤車両の削減活動 
・同協議会でエコ通勤推進策を現在も検討中 

国道１号線 二川バイパス 

出典：県境地域通勤環境改善推進協議会 

     H27.6月度会合資料より 
社会実験前後の自動車交通量推移 

実験中は自動車交通量が少なくなる一定の結果が得られた 



対策② 自転車通勤の推奨 

 

・敷地内２ヵ所 

・約３５０台分を整備（合計） 

・歩行者・バイク・自転車の 
 動線を分け、安全にも配慮 
 した設計としている 

駐輪場の整備 



対策③ 公共交通機関利用の推奨 

 
・公共交通機関や自転車・徒歩 
 で通勤する社員が利用できる 
 ように事業所内の３ヶ所に 
 共用の更衣室を設置 

   （約３００名の利用が可能） 

・約１５０名の従業員が利用 

 
 
・駅から事業所まで約１．６Ｋｍあり 
 徒歩では約２０分掛る 
 
・通勤負担軽減 
 
・歩行中の安全確保 
  

更衣室の設置 

送迎バスの運行 

更衣室 

新所原駅の送迎バス 



対策の結果 

項目 対策前 対策後 

 

自動車通勤率 

 

 

 ８０％ ６６％ 

 

自動車通勤 

 年間ＣＯ２排出量 ※１ 

 

 １，０７０トン ９１０トン  

自動車以外の通勤者数 
（電車・バス・徒歩・自転車） 

 ２３０名 ５７０名 

※１ 社員の平均通勤距離（往復） 13.6㎞、稼働240日で年間ＣＯ２排出量 756㎏／台を算出 



さらなるエコ通勤の推進に向けて 

H28.１月より「通退勤の在り方」を考える社内検討 
（ＰＪ）チームを立ち上げ、さらなるエコ通勤の推進に
向けた取組みを進めている。 

若手を中心としたプロジェクトチームを立ち上げ検討を開始 



検討項目 検討内容 

通勤バスの拡充 

・利用者の拡大 
（現行比２０％ＵＰの３６０名を目指す） 

・利用基準の見直し 
 ⇒納得／妥当性、臨時対応、併用可否 

・現行路線の増便 
 ⇒ルート・停車位置の見直し 

事業所周辺居住者
の 

徒歩・自転車通勤化 

・通勤に関するルールの変更 
 ⇒周辺居住者の車両乗入制限 

・健康増進のPR 
 ⇒他イベントや行政と連携 

・環境整備 
 ⇒駐輪場の増設、更衣室の増設 

さらなるエコ通勤の推進に向けて 



ご清聴ありがとうございました 


